
昭和38年度総会ならびに春季大会告示
1．

2．

3．

4．

5．

期日　5月15日（水），16日（木），17日（金）

場所　新潟市新潟県自治会館

総会提出の議題募集

1）締切：3月10日
2）宛名：東京都千代田区大手町気象庁内　日本気象学会

3）内容：議題名とともに必らず提案哩由をつけるこ，と・

研究発表募集
1）

2）

3）

4）

噌

封筒の表に「総会関係」と明記のこと．

　講演申込締切：3月10日（日）必着

　申込先：東京都杉並区、闘喬　気象研究所　今井一郎

　様　　式：必らず所定の用紙に記入すること（天気本号挿入）．用紙不足の場合は事務局または支部
　　　　　　に請求されたい．

　講演時間：討論を含めて15分以内

予稿集刊行について
前回と同じ要領で予稿集を刊行します・予稿には必ず研究結果を記載すること・原則として予稿を提

　　　出しないものは講演できないととにしますから，講演申込：者は必らず提出願います。

　　　　なお講演申込者には予稿用紙を送りますから，送付先を明記して下さい。

　　　　　　予稿提出先：．気象庁測候課清水逸郎

　　　　　　期　一限：4月10日（水）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　月例会のお知らせ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2丹の月例会

主題：観測と測器

会期：昭和38年2月8日（金）13時30分より

会揚竃気象庁第1会議室

シンポジウム：これからの気象観測につ1いて

司会者吉武素二

話題擾供者
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栗原宜夫（気研予報〉｝大規。模現象解碇の立揚か

ら

大沢綱一郎《気象庁海嘉気象》：1中規模現象解析
の立揚から

大餐和夫（名古屋気象台〉乳一観測階の立揚から

主揮：，長期予額

会期｝昭和38年2月坦艮（火＞13時3q分よゆ

会揚：無象庁中杖記念簸

嘩灘騰麟齢梅雨明け瑠デ
2噸雛群鰍予報）額纈贈穫矯押

亀
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欝 翻灘鍬牝鱒脚礫騨ヒ
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灘 為讐篶蹴木鱗と鱗鶴9

　亀灘・康《購噸蹴職景濾の鰍働懸櫨鶴o分）

駕灘議響鞭騰論瀬魏の蓼霧詳

主題．＆レー一ダー気象

会期7昭和38年2月28日（木）曾時30分より

会場：気象庁第1会議室

L蒙羅議謹驕縫薦朧駆簿幾論レも
　　　よる解析　　　　　　　　　　　　　 （20分）

a羅驚垂響載ろま宅一の移動聾姦夢

廼騒治（名古屋気）：干コー出現ひ擁鍍9
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稲垣豊秋て鹿児島気〉：強い低気圧のレーダー解

析　　　　　　　　　　　・　　　（20分）
井手利四郎（鹿兜島気）：九州南方海上を通る低
気匡に伴うエコーの基本型と温暖前面におけるエ
コー　　　　　　　　　　　　　　　（20分）

種子島測候所：種子島で観測されたレーダーエコ
｝につい，て　　　　　　　　　　　　　（20分〉

柳沢善次・荒井慶子（気研台風）：台風前面のエ
コー特性について　　　　　　　　　（20分）

8協井誰（福岡管区）：レイソイ堺の警笏騨

　9．岡村存（福岡管区）二：エコーの移動速度から台
　　風中心と移動速度を求める方法　　　　（15分）

n今井一郎（気胎風）：上陸による台風鴨欝

瓠立平良三・深津林（名古屋気）：寒冷前線のレ
　　　」ダー解析　　　　　　　　　　　　　（15分）

12し深津林（名古量気）：レーダーで見た東海北陸
　　地方の雪しぐれ　　　　　　　　　　　　　　　　（工5分）

讃論亀㎏鴨ダー無象学の将来展望


